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2 P-57 消費生活 におけ るエ コプ ロダ クツの実態調 査
○中田雅代＊　　山口庸子＊　 永山升三

（＊共立女短大）

【目的】生活者のあらゆる行動は環境問題と関わっており、循環型社会への転換には生活

者の賢い選択を必要とする。一方、環境負荷の少ない製品やサービスの需要と供給を促進
する目的で、IS014020 により製品選択を助ける手段として「環境ラベル」の規格化が進め

られている。そこで、エコプロダクツ（環境対応型商品）の現状を調査し、これを基にエ

コプロダクツに対する実態調査から、「環境ラペル」についての認知度、商品購入に及ぼ
す影響を明らかにする。更に、情報入手経路を明らかにして、適切な伝達方法を提案する。

【方法】各種商品情報誌を対象にエコプロダクツの掲載状況、件数から現状を調査した。
また、月刊情報誌「たしかな目･'81 年創刊」及び「日経デザイン｡'87 年創刊」の掲載内

容・件数から推移を調査した。更に、得られたエコプロダクツに関する情報を基に、生活

者の実態調査を実施した。調査は、東京近圏在住の主婦層（20～60代）を対象に、比較パ
ネルとして本学学生を加えた各150 名に対して、平成13年１月、留置法にて実施した。調査

内容は、商品購入時の選択基準、「環境ラペル」の認知度、情報入手経路等を調査した。
【結果】商品情報誌に掲載されたエコプロダクツに関する件数は、「日経デザイン」では

'92年以降、商品テスト誌である「たしかな目」ではやや遅れて･96年以降急激に増加し、

'98年から豊富な掲載内容となっている。これに対して、生活者のエコプロダクツに対する
意識は低いものの、環境重視の生活者は、情報入手経路として店頭、商品カタログ、新聞

等を積極的に利用し、商品購入動機に及ぼす「タイプｎ環境ラベル」の影響が高いことが

判った。また、この傾向は学生に比べ家計を預かる主婦層に顕著に見られた。

2 P-58 学内食廃棄 物による コンポス ト作成と，ヤーコンヘの施用効果 （第１報 ）

○小崎泰宣，河本　清，畑　明美，岩間　泉，菊地晃二゛，宮沢数雄I 中西建夫*3

（くらしき作陽大,゛帯広畜産大,”エコトピアンの会*3 農水省四国農試）

［ 目 的 ］田畑で生産された農作物は大量に都市部に輸送≒消費され，調理時の廃棄部分や食べ

残しなどの「生ゴミ」は，大部分が産業廃棄物として焼却・廃棄されている．農作物という形で

収奪をうけた地力は収穫後，ほとんど有機物の補給を受けることなく，化学肥料と農薬に頼って

再生産を繰り返してきた．戦後の世界的食糧不足に対しては有効であったが，その後健康度の低

下や地球規模の環境汚染が現実のものとなり，将来の食糧危機も深刻に危惧される中，有機物で

栄養素の宝庫である「生ゴミ」の循環型再利用及び，健康な農産物の生産と増産の可能性につい

て，「生ゴミ」のコンポスト化と，学内実験圃場での新規食素材ヤーコンヘの施用を検討した.

［方法］（1 ）コンポスト化：学生食堂および調理実習からの生ゴミと，学園近辺の農家から

恵与された稲藁，米糠，苦土石灰，溶リンを堆肥盤上でよく混合し，通気可能にしてビニールシ

ートで覆った．温度が約７ o°cまで上昇したのち下降し，一定になったらビニールシートをはず

して切り返しを行った．この作業を約２ヵ月間繰り返し，ほぽ完熟したコンポストが完成した．

（ ２）学 内実験圃場での新規食素材ヤ ーコンヘの施用：縦横各5  m,   2 5  m  （真砂土のみの

層６ ０ｃｍ）の2試験区について，各々コンポスト（100kg ）+苦土石灰十溶リン，苦土石灰十溶リン

をショペルカーでほぽ均一に混合し，各５本の畝を作り>   3 0cm 毎にヤーコン苗を植え付|ﾅた.

［結果］コンポスト施用区での地上部の発育と株１本当たりのヤーコンの収量は未施用区の約２

倍であった．コンポスト施用の有無による収穫ヤーコンの食味テストおよび各栽培土壌 ，コンポ

ストの成分分析は現在検討中である，
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